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入力：農場に百葉箱を設置します。どのようなデータを収集し、どのように動作、運営させれば良いですか？
：百葉箱（ひゃくようばこ）は、気象観測器具を設置するための箱で、気温や湿度などの観測を正確に行うGPT

ために使用されます。農場に百葉箱を設置する場合、以下の点を考慮してデータを収集し、動作・運営させる
ことが推奨されます。

１．データの収集:

・気温 日中の最高気温や夜間の最低気温を知ることで、作物の生育状況や病害虫のリスクを予測できま: 
す。
・湿度 相対湿度や絶対湿度を測定し、病害虫の発生リスクや灌水の必要性を判断します。: 
・降水量 降水の量や頻度を知ることで、灌水の計画を立てるのに役立ちます。: 
・風速・風向 風の強さや方向を知ることで、散布する農薬や肥料の飛散を防ぐための対策を立てることがで: 
きます。

２．百葉箱の設置場所:

・高さは地上 〜 が標準的です。1.25m 1.5m
・直射日光や風を遮る障害物（建物や木など）から離れた場所に設置します。
・土地の代表的な場所に設置し、気象データがその地域を代表するものとなるようにします。
３．定期的なメンテナンス:

・観測器具の清掃や校正を定期的に行い、正確なデータを継続して取得できるようにします。
・百葉箱自体も定期的に清掃し、内部が湿気ったりしないように注意します。
４．データの活用:

収集したデータを日々の農作業の参考にし、最適な作業時期や方法を判断します。
長期的なデータの蓄積を通じて、気候の変動や異常気象の傾向を把握し、将来の作物の選択や栽培方法
の検討材料とします。
５．データの共有:

近隣の農家や地域の農業団体とデータを共有することで、地域全体の農業の質を向上させることができます。
百葉箱を適切に運営することで、農場の生産性や作物の品質を向上させることが期待できます。
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